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舗装工事におけるTS出来形
管理技術の適用について
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◆◆◆◆◆◆◆◆本報告内容本報告内容

①①①① ＴＳを用いた出来形管理についてＴＳを用いた出来形管理についてＴＳを用いた出来形管理についてＴＳを用いた出来形管理について

②②②② 舗装舗装舗装舗装工事への適用について工事への適用について工事への適用について工事への適用について

③③③③ 課題と今後の課題と今後の課題と今後の課題と今後の取り組み取り組み取り組み取り組み

取組みの背景

○ ＴＳの活用においては 品質管理基準は従来と同じ

○ アウトプット形式の統一化による利活用条件の整備

• 情報化施工推進戦略における発注者の課題

新しいツールに対応できるようルールを変え
ることが必要

◆◆◆◆◆◆◆◆ＴＳを用いた出来形管理についてＴＳを用いた出来形管理について

�発注図から施工に必要な設計要素を抜出し、基本設計情報を作成する

設計情報を利用した丁張り事例設計情報を利用した丁張り事例設計情報を利用した丁張り事例設計情報を利用した丁張り事例

施工に必要な設計要素 ３次元の設計情報発 注 図 面

道路中心線道路中心線道路中心線道路中心線

横断面形状横断面形状横断面形状横断面形状

◆◆◆◆◆◆◆◆ＴＳを用いた出来形管理についてＴＳを用いた出来形管理について

◆◆◆◆◆◆◆◆ＴＳを用いた出来形管理についてＴＳを用いた出来形管理について

設計と施工管理データとの設計と施工管理データとの設計と施工管理データとの設計と施工管理データとの
差分を把握差分を把握差分を把握差分を把握

平成20年度道路土工に関して管理要領が策定

河川･砂防土工に向けた管理要領策定

活用工事の拡大(工種展開)

舗装工事へ適用を検討

◆◆◆◆◆◆◆◆ＴＳを用いた出来形管理についてＴＳを用いた出来形管理について
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◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

• 舗装工での管理基準値は－７mm

→ TS性能（最小目盛値）を「５“」に規定

（土工では「２０”」）

計測距離１００ｍと規定（土工と同距離）

• 道路付属物の同時施工あり、煩雑化が懸念
従来管理手法と混在

→ 道路付属物を含めた管理要領を検討

• 密度管理のためコア抜きが必須
併せて出来形（厚み）計測

→ 新設工事表層、基層については対象外

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

計測精度の検証 計測精度と視準距離の関係

現行

基準高さの管理

レベルレベルレベルレベルを使用

±±±±３３３３mm

レベルとＴＳのレベルとＴＳのレベルとＴＳのレベルとＴＳの

精度比較精度比較精度比較精度比較

TS

最小目盛値 ５“５“５“５“
視準距離 １００ｍ１００ｍ１００ｍ１００ｍ

±±±±２．４２．４２．４２．４mm

舗装工舗装工舗装工舗装工
新設新設新設新設
維持修繕維持修繕維持修繕維持修繕

幅幅幅幅
厚さ厚さ厚さ厚さ 下層路盤下層路盤下層路盤下層路盤 【【【【基準高基準高基準高基準高】】】】

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

適用範囲に付属物を含める 厚さ・平坦性は適用外

厚さ適用外厚さ適用外厚さ適用外厚さ適用外 表層・基層表層・基層表層・基層表層・基層
【【【【コア抜きコア抜きコア抜きコア抜き】】】】等等等等 実施工種実施工種実施工種実施工種

・切削オーバーレイ工・切削オーバーレイ工・切削オーバーレイ工・切削オーバーレイ工 等等等等
厚さ厚さ厚さ厚さ 幅幅幅幅 延長延長延長延長

縁石工縁石工縁石工縁石工 延長延長延長延長

排水構造物排水構造物排水構造物排水構造物

・側溝工・側溝工・側溝工・側溝工 基準高基準高基準高基準高 延長延長延長延長
・暗渠工・暗渠工・暗渠工・暗渠工 基準高基準高基準高基準高 幅幅幅幅

深さ深さ深さ深さ 延長延長延長延長

平坦性適用外平坦性適用外平坦性適用外平坦性適用外

 

車線規制無しで事前調査測量
が実施可能

施工中の出来形計測を重機稼
働中に実施可能

ノンプリズム方式で
断面毎に路面の形状を
指定した間隔で
迅速に計測

計測は１名で実施可能 本線外より安全かつ迅速
に路面形状を計測可能

プリズム方式プリズム方式プリズム方式プリズム方式 ノンプリズム方式ノンプリズム方式ノンプリズム方式ノンプリズム方式

○プリズム方式、ノンプリズム方式

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について ◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について 試験施工にて確認試験施工にて確認

比較検証比較検証比較検証比較検証

・計測精度・計測精度・計測精度・計測精度
・有効性、効率性・有効性、効率性・有効性、効率性・有効性、効率性
・適用性・適用性・適用性・適用性
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◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

レベル測定値との誤差確認

縁石の計測延長１７３ｍ 横断管計測延長１００ｍ

※ 現行手法との差 最大２ｍｍ 以内

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

TS出来形導入による効果 計測労務

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
７断面 舗装・縁石・縦断管

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
４断面 舗装・縁石

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
３断面 舗装・縦断管

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
３断面 舗装・縁石

施工幅員が
狭く、従来手
法でも手間が
掛からない

※ 自動追尾機能や連続計測機能により工数低減

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

TS出来形導入による効果 帳票作成

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
７断面 舗装・縁石・縦断管

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
４断面 舗装・縁石

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
３断面 舗装・縦断管

出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測
４断面 舗装・縁石

※ 基本設計データ作成・出来形計測結果管理資料作成

出来形管理図・
出来形工程能
力図などを含

めて比較したた
め差が拡大

歩道

中央

分離帯
基層 t =0.5mm

レベリング 層 t=0.5mm

ﾉﾝﾌﾟﾘTS：0.621

ﾉﾝﾌﾟﾘTS：0.696

ﾉﾝﾌﾟﾘTS：0.774

ﾉﾝﾌﾟﾘTS：0.839

ﾉﾝﾌﾟﾘTS：0.914

水糸：0.767

水糸：0.771

水糸：0.693

水糸：0.619

水糸：0.843

水糸：0.910

TS：0.62

TS：0.916

0.400
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-14 -12 -10 -8 -6 -4 -2 0

道路横断方向距離（ｍ）

ﾉﾝﾌﾟﾘTS（現況）

ﾉﾝﾌﾟﾘTS（切削後）

ﾉﾝﾌﾟﾘTS（基層）

水糸

TS

（※中央分離帯側を０、左側をマイナスで表示）

標高（ｍ） 水糸との差 ＴＳとの差 標高（ｍ） 水糸との差

① 0.619 0.621 0.002 0.001 0.62 0.001

② 0.693 0.696 0.003

③ 0.767 0.774 0.007

④ 0.771 0.774 0.003

⑤ 0.843 0.839 -0.004

⑥ 0.91 0.914 0.004 0.006 0.916 0.006

ノンプリＴＳ ＴＳ

7.54

ＫＰ
水糸標高

（ｍ）

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について 計測値差異計測値差異

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について

TS出来形適用のメリット
品質確保品質確保品質確保品質確保
■■■■任意点での出来形管理が可能
■出来形計測結果の確実な記録

安全性向上安全性向上安全性向上安全性向上
■出来形確認作業の安全性向上
※測定作業人員の削減により、現場作
業機械と接触の危険性が低減する

作業の効率化作業の効率化作業の効率化作業の効率化

■出来形確認作業の効率化・確実な記
録
■車線規制時間短縮

■内業の効率化

TS出来形適用のメリット
品質確保品質確保品質確保品質確保
■任意点での出来形管理が可能
■出来形計測結果の確実な記録・改ざ
ん防止
■コア採取が好ましくない舗装の層厚
把握が可能

安全性向上安全性向上安全性向上安全性向上

■車線規制時間の短縮による事故の
危険性の低減
■重機災害の未然防止
※作業帯内に入る人員を減らせるため、
重機災害発生の可能性を低減できる

作業の効率化作業の効率化作業の効率化作業の効率化
■車線規制時間の短縮
※車線規制にともなう交通渋滞発生の
低減による社会便益の向上が図られる

受注者受注者受注者受注者 発注者発注者発注者発注者

◆◆◆◆◆◆◆◆舗装工への適用について舗装工への適用について ノンプリズム方式適用ノンプリズム方式適用

• プリズム方式を前提とした要領を取りまとめ

○ 安全性向上にはノンプリズム方式が有効
○ 効率的に多点データを取得できる
● ノンプリズム方式は測量機器として精度保障に課題

（計測面の状態、形状・色・乾湿により精度にばらつきがある）計測面の状態、形状・色・乾湿により精度にばらつきがある）計測面の状態、形状・色・乾湿により精度にばらつきがある）計測面の状態、形状・色・乾湿により精度にばらつきがある）

ノンプリズム方式の有効活用を検討ノンプリズム方式の有効活用を検討ノンプリズム方式の有効活用を検討ノンプリズム方式の有効活用を検討
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○ 定点管理だけでは導入メリットが少ない

○ 多点管理・面的管理の導入を検討

より品質の良い施工を評価するツールとして
活用する

◆◆◆◆◆◆◆◆課題と今後の取り組み課題と今後の取り組み

点郡データによる判定例（レーザースキャナ）点郡データによる判定例（レーザースキャナ）点郡データによる判定例（レーザースキャナ）点郡データによる判定例（レーザースキャナ）

◆◆◆◆◆◆◆◆課題と今後の取り組み課題と今後の取り組み

MC用設計データ用設計データ用設計データ用設計データ
・出来形計測データ・出来形計測データ・出来形計測データ・出来形計測データ

○ 3Ｄ-ＭＣ施工に対応した出来形計測について

効率的な３Ｄ位置情報の利用

監督・検査用監督・検査用監督・検査用監督・検査用
出来形計測出来形計測出来形計測出来形計測

データとの連携データとの連携データとの連携データとの連携


